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補
正
予
算
質
疑 

補
正
予
算
質
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両小学校にタブレットPC導入 

　12月定例会の補正で、一般会計予算に３億7,832万

６千円が追加されました。 

　主に地方交付税が当初計上額より２億6,244万８千

円増えたことによる増額です。  

　その他、国補助による伊江村教育の情報化推進事

業費8,100万円が計上されました。この事業により、

伊江小、西小の３・４・５年生を対象に、タブレッ

トPCや電子黒板等の教材一式が導入される予定です。 

 

問
　
伊
江
村
教
育
の
情
報
化
推
進
事
業
に
つ

い
て
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
指
導
員
を
村
で
２
人
雇
用
す

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
村
内
か
ら
採
用
す
る

の
か
。
雇
用
期
間
は
い
つ
ま
で
か
。 

答
　
村
職
員
を
採
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
雇
用
拡
大
・
創
出
の
た
め
の
事
業
で

あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
指
導
員
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

伊
江
島
情
報
通
信
事
業
所
（
イ
ー
コ
ム
）
の

職
員
を
想
定
し
て
い
る
。
３
年
間
の
事
業
継

続
を
予
定
。 

 

問
　
両
小
学
校
の
高
学
年
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ

Ｃ
を
導
入
し
て
教
え
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

そ
の
た
め
の
授
業
日
数
を
新
た
に
設
け
る
の
か
。 

答
　
平
成
23
年
度
か
ら
新
学
習
指
導
要
領
に

基
づ
き
小
学
校
の
教
科
書
が
改
訂
さ
れ
、
新

し
く
「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」
と
い
う
の
が
取

り
入
れ
ら
れ
て
く
る
。
国
の
補
助
事
業
を
活

用
し
、
そ
れ
ら
に
対
応
し
た
教
材
一
式
を
整

備
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。 

 

問
　
ハ
ブ
買
上
金
33
万
円
の
増
額
に
つ
い
て
。

今
年
は
ハ
ブ
が
異
常
発
生
し
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
村
民
に
対
し
て
、
防
災
無
線
放
送

等
で
注
意
喚
起
を
促
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
。 

答
　
こ
れ
か
ら
農
繁
期
を
迎
え
る
の
で
、
い

ろ
い
ろ
検
討
し
、
村
民
に
周
知
し
て
い
き
た
い
。 

 

問
　
Ｅ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
運
営
費
の
自
動
車
航
送

料
に
つ
い
て
。
廃
食
油
を
村
外
の
業
者
へ
輸

送
す
る
た
め
の
費
用
と
い
う
こ
と
だ
が
、
Ｅ

Ｃ
セ
ン
タ
ー
で
廃
食
油
を
再
利
用
し
た
事
業

は
実
施
し
な
い
と
い
う
こ
と
か
。 

答
　
廃
食
油
の
事
業
導
入
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
検
討
中
で
あ
る
。
現
在
、
各
家
庭
か
ら
回

収
し
て
い
る
廃
食
油
は
ド
ラ
ム
缶
に
溜
め
て

具
志
川
市
の
業
者
に
輸
送
し
、
リ
ッ
タ
ー
当

た
り
15
円
で
買
い
取
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

し
ば
ら
く
の
間
、
そ
れ
を
続
け
て
い
く
。 

 

問
　
阿
良
区
集
落
内
磁
気
探
査
委
託
料
に
つ

い
て
。
同
じ
畑
か
ら
３
度
不
発
弾
が
出
て
、

そ
こ
の
磁
気
探
査
を
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

今
後
、
ほ
か
の
地
区
の
畑
で
不
発
弾
が
発
見

さ
れ
た
場
合
、
同
様
な
磁
気
探
査
を
行
う
の
か
。 

答
　
全
部
の
畑
を
磁
気
探
査
す
る
の
は
、
現

段
階
で
は
不
可
能
で
あ
る
。 

 

問
　
県
道
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
復
旧
工
事
は
、

伊
江
島
空
港
川
平
線
で
米
軍
が
起
こ
し
た
事

故
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
米
軍
が
負

担
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答
　
地
位
協
定
等
の
問
題
で
最
終
的
に
防
衛

局
が
対
処
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
場
所

が
県
道
で
あ
る
た
め
、
い
っ
た
ん
県
が
工
事

費
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
一

日
も
早
く
復
旧
す
る
た
め
に
、
県
か
ら
村
に

権
限
移
譲
し
て
も
ら
い
、
村
で
工
事
を
行
い
、

改
修
後
に
そ
の
費
用
を
防
衛
局
に
請
求
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。 

▲タブレットPCと電子黒板を使った授業（北海道石狩市紅南小学校） 
 　＝写真提供：北海道総合通信局　総務課企画広報室 

平成22年  第10回  12月定例会 平成22年  第10回  12月定例会 平成22年  第10回  12月定例会 
　平成22年第10回（12月）定例会を、12月14日から15日までの２日間の会期で開きました。 
　本定例会では、平成22年度一般会計及び特別会計補正予算案をはじめ、議員提出の意見書
案など13件の議案を審議し、すべて原案のとおり可決しました。（審議結果の概要は８ペー
ジをご覧ください。） 
　また、開会初日には一般質問が行われ、４人の議員が村の対応や考えを問いただしました。 

　平成22年第10回（12月）定例会を、12月14日から15日までの２日間の会期で開きました。 
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　本定例会では、平成22年度一般会計及び特別会計補正予算案をはじめ、議員提出の意見書
案など13件の議案を審議し、すべて原案のとおり可決しました。（審議結果の概要は８ペー
ジをご覧ください。） 
　また、開会初日には一般質問が行われ、４人の議員が村の対応や考えを問いただしました。 

国 国 国 に提出 ! 
 

意見書 意見書 意見書 を 
 

　我が国政府は、去る11月9日、APEC首脳会議
に向けてEPA基本方針（包括的経済連携に関す
る基本方針）を閣議決定し、そのなかで米国、豪
州など9カ国が行うTPP（環太平洋パートナーシ
ップ協定）について「関係国との協議を開始する」
方針を決定した。TPPは、関税撤廃の例外を認め
ない完全な貿易自由化を目指した交渉である。 
　我々は、工業製品の輸出拡大や資源の安定確
保を否定するものではない。しかし、この国が貿
易立国として発展してきた結果、我が国は世界
で最も開かれた農産物純輸入国となり、食料自
給率は著しく低下した。 
　例外を認めないTPPを締結すれば、日本農業
並びに離島県として地域の雇用、定住を通じて
国益にも貢献してきた本県農業は壊滅する。農
家所得が補償されても、輸入は増大し、国内生産
は崩壊していく。関連産業は廃業し、地域の雇用
が失われる。これでは、国民の圧倒的多数が望む

食料自給率の向上は到底不可能である。 
　EPAは、交渉参加国の相互発展と繁栄を本来
の目的とすべきであり、我が国がTPP交渉に参
加しても、この目的は達成できない。 
　したがって、我が国の食料安全保障と両立で
きないTPP交渉への参加は絶対に行わないこと
を強く要請する。 
 
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書
を提出する。 
 
　　　　　　　　　　平成22年12月15日 
　　　　　　　　　　沖縄県国頭郡伊江村議会 
 
 
あて先 
内閣総理大臣、外務大臣、財務大臣、農林水産大
臣、経済産業大臣、内閣官房長官、 
沖縄及び北方対策担当大臣 

我が国の食と農の未来を守れ！ 

　
平
成
23
年
１
月
29
日
、
那
覇

市
お
も
ろ
ま
ち
の
新
都
心
公
園

で
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
に

反
対
す
る
県
民
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
当
日
は
農
業
関
係
者
を

中
心
に
54
団
体
、
５
４
０
０
人

が
会
場
に
集
結
し
ま
し
た
。  

　
本
村
議
会
か
ら
も
渡
久
地
政

雄
副
議
長
、
内
田
竹
保
総
務
委

員
長
、
知
念
一
邦
経
・
公
委
員

長
が
大
会
に
参
加
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
反
対
の
意
思
を
示
し
ま
し
た
。 

▲
 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
に
反
対
す
る 

県
民
大
会 

議会中継システム不具合のお詫び 議会中継システム不具合のお詫び 
　村民の皆さまに村政・村議会への関心と理解を深めてもらうために、村内の公
共施設に設置されたテレビやパソコンで定例議会のライブ中継を行っておりますが、
一部の公民館等において議会中継をご覧いただけない障害が発生しております。 
　障害の原因は、中継装置の故障によるものです。現在、復旧対応中ですが、修
理等に時間を要することが予想されます。ご利用の皆様方には大変ご迷惑をお掛
けし、心よりお詫び申し上げます。 

企画総務課 

議会事務局 

49-2001

49-2924

視聴できる場所 

視聴できない場所 

役場庁舎１階 
東江上公民館、東江前公民館、川平公民館 
西江上公民館、西江前公民館、西崎公民館 

福祉センター、阿良公民館、真謝公民館 
（平成23年３月１日現在） 

（平成23年３月１日現在） 

お
問
い
合
わ
せ 

「TPP交渉への参加反対に関する意見書」を 
全会一致で可決 

（3）　議会広報　いえそん 議会広報　いえそん　（2） 
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Ｃ
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入
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問
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買
上
金
33
万
円
の
増
額
に
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い
て
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今
年
は
ハ
ブ
が
異
常
発
生
し
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
村
民
に
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災
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喚
起
を
促
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
。 

答
　
こ
れ
か
ら
農
繁
期
を
迎
え
る
の
で
、
い

ろ
い
ろ
検
討
し
、
村
民
に
周
知
し
て
い
き
た
い
。 

 

問
　
Ｅ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
運
営
費
の
自
動
車
航
送

料
に
つ
い
て
。
廃
食
油
を
村
外
の
業
者
へ
輸

送
す
る
た
め
の
費
用
と
い
う
こ
と
だ
が
、
Ｅ

Ｃ
セ
ン
タ
ー
で
廃
食
油
を
再
利
用
し
た
事
業

は
実
施
し
な
い
と
い
う
こ
と
か
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収
し
て
い
る
廃
食
油
は
ド
ラ
ム
缶
に
溜
め
て

具
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輸
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た
り
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て
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。 

 

問
　
阿
良
区
集
落
内
磁
気
探
査
委
託
料
に
つ

い
て
。
同
じ
畑
か
ら
３
度
不
発
弾
が
出
て
、

そ
こ
の
磁
気
探
査
を
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
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か
。 

答
　
全
部
の
畑
を
磁
気
探
査
す
る
の
は
、
現

段
階
で
は
不
可
能
で
あ
る
。 

 

問
　
県
道
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
復
旧
工
事
は
、

伊
江
島
空
港
川
平
線
で
米
軍
が
起
こ
し
た
事

故
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
米
軍
が
負

担
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答
　
地
位
協
定
等
の
問
題
で
最
終
的
に
防
衛

局
が
対
処
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
場
所

が
県
道
で
あ
る
た
め
、
い
っ
た
ん
県
が
工
事

費
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
一

日
も
早
く
復
旧
す
る
た
め
に
、
県
か
ら
村
に

権
限
移
譲
し
て
も
ら
い
、
村
で
工
事
を
行
い
、

改
修
後
に
そ
の
費
用
を
防
衛
局
に
請
求
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。 

▲タブレットPCと電子黒板を使った授業（北海道石狩市紅南小学校） 
 　＝写真提供：北海道総合通信局　総務課企画広報室 

平成22年  第10回  12月定例会 平成22年  第10回  12月定例会 平成22年  第10回  12月定例会 
　平成22年第10回（12月）定例会を、12月14日から15日までの２日間の会期で開きました。 
　本定例会では、平成22年度一般会計及び特別会計補正予算案をはじめ、議員提出の意見書
案など13件の議案を審議し、すべて原案のとおり可決しました。（審議結果の概要は８ペー
ジをご覧ください。） 
　また、開会初日には一般質問が行われ、４人の議員が村の対応や考えを問いただしました。 

　平成22年第10回（12月）定例会を、12月14日から15日までの２日間の会期で開きました。 
　本定例会では、平成22年度一般会計及び特別会計補正予算案をはじめ、議員提出の意見書
案など13件の議案を審議し、すべて原案のとおり可決しました。（審議結果の概要は８ペー
ジをご覧ください。） 
　また、開会初日には一般質問が行われ、４人の議員が村の対応や考えを問いただしました。 

　平成22年第10回（12月）定例会を、12月14日から15日までの２日間の会期で開きました。 
　本定例会では、平成22年度一般会計及び特別会計補正予算案をはじめ、議員提出の意見書
案など13件の議案を審議し、すべて原案のとおり可決しました。（審議結果の概要は８ペー
ジをご覧ください。） 
　また、開会初日には一般質問が行われ、４人の議員が村の対応や考えを問いただしました。 

国 国 国 に提出 ! 
 

意見書 意見書 意見書 を 
 

　我が国政府は、去る11月9日、APEC首脳会議
に向けてEPA基本方針（包括的経済連携に関す
る基本方針）を閣議決定し、そのなかで米国、豪
州など9カ国が行うTPP（環太平洋パートナーシ
ップ協定）について「関係国との協議を開始する」
方針を決定した。TPPは、関税撤廃の例外を認め
ない完全な貿易自由化を目指した交渉である。 
　我々は、工業製品の輸出拡大や資源の安定確
保を否定するものではない。しかし、この国が貿
易立国として発展してきた結果、我が国は世界
で最も開かれた農産物純輸入国となり、食料自
給率は著しく低下した。 
　例外を認めないTPPを締結すれば、日本農業
並びに離島県として地域の雇用、定住を通じて
国益にも貢献してきた本県農業は壊滅する。農
家所得が補償されても、輸入は増大し、国内生産
は崩壊していく。関連産業は廃業し、地域の雇用
が失われる。これでは、国民の圧倒的多数が望む

食料自給率の向上は到底不可能である。 
　EPAは、交渉参加国の相互発展と繁栄を本来
の目的とすべきであり、我が国がTPP交渉に参
加しても、この目的は達成できない。 
　したがって、我が国の食料安全保障と両立で
きないTPP交渉への参加は絶対に行わないこと
を強く要請する。 
 
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書
を提出する。 
 
　　　　　　　　　　平成22年12月15日 
　　　　　　　　　　沖縄県国頭郡伊江村議会 
 
 
あて先 
内閣総理大臣、外務大臣、財務大臣、農林水産大
臣、経済産業大臣、内閣官房長官、 
沖縄及び北方対策担当大臣 

我が国の食と農の未来を守れ！ 

　
平
成
23
年
１
月
29
日
、
那
覇

市
お
も
ろ
ま
ち
の
新
都
心
公
園

で
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
に

反
対
す
る
県
民
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
当
日
は
農
業
関
係
者
を

中
心
に
54
団
体
、
５
４
０
０
人

が
会
場
に
集
結
し
ま
し
た
。  

　
本
村
議
会
か
ら
も
渡
久
地
政

雄
副
議
長
、
内
田
竹
保
総
務
委

員
長
、
知
念
一
邦
経
・
公
委
員

長
が
大
会
に
参
加
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
反
対
の
意
思
を
示
し
ま
し
た
。 

▲
 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
に
反
対
す
る 

県
民
大
会 

議会中継システム不具合のお詫び 議会中継システム不具合のお詫び 
　村民の皆さまに村政・村議会への関心と理解を深めてもらうために、村内の公
共施設に設置されたテレビやパソコンで定例議会のライブ中継を行っておりますが、
一部の公民館等において議会中継をご覧いただけない障害が発生しております。 
　障害の原因は、中継装置の故障によるものです。現在、復旧対応中ですが、修
理等に時間を要することが予想されます。ご利用の皆様方には大変ご迷惑をお掛
けし、心よりお詫び申し上げます。 

企画総務課 

議会事務局 

49-2001

49-2924

視聴できる場所 

視聴できない場所 

役場庁舎１階 
東江上公民館、東江前公民館、川平公民館 
西江上公民館、西江前公民館、西崎公民館 

福祉センター、阿良公民館、真謝公民館 
（平成23年３月１日現在） 

（平成23年３月１日現在） 

お
問
い
合
わ
せ 

「TPP交渉への参加反対に関する意見書」を 
全会一致で可決 
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問
　
本
村
は
昔
か
ら
イ
モ
の
産

地
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
昨
今

も
紅
イ
モ
が
お
菓
子
の
原
料
と

し
て
も
て
は
や
さ
れ
、
農
家
の

間
で
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て
大
き

な
収
入
源
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
イ
モ
類
に
寄
生
す
る
ア

リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
の
食
害
を

受
け
た
イ
モ
は
、
悪
臭
と
苦
み

が
あ
り
食
べ
ら
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
商
品
価
値
も
な
く
な
り

出
荷
で
き
な
い
。 

　
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
ア
リ

モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
の
不
妊
虫
放

飼
に
よ
る
根
絶
事
業
が
平
成
６

年
か
ら
久
米
島
で
実
施
さ
れ
、

平
成
23
年
度
中
に
も
当
地
域
で

の
根
絶
宣
言
が
で
き
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
、
本

島
地
域
で
の
実
施
は
難
し
く
、

離
島
で
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。 

　
イ
モ
の
主
産
地
で
あ
る
本
村

に
お
い
て
も
栽
培
農
家
の
所
得

向
上
に
寄
与
す
る
た
め
、
ア
リ

モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
根
絶
事
業
の

導
入
を
県
に
働
き
か
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。 

 

答
　
現
在
、
県
に
よ
り
久
米
島

町
と
津
堅
島
で
同
事
業

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

事
業
実
施
の
必
須
条
件
は
、
ア

リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
が
寄
生
す

る
グ
ン
バ
イ
ヒ
ル
ガ
オ
、
ノ
ア

サ
ガ
オ
の
除
去
や
生
イ
モ
類
の

島
外
か
ら
の
持
ち
込
み
規
制
な

ど
が
あ
る
。 

　
本
村
の
海
浜
に
自
生
す
る
グ

ン
バ
イ
ヒ
ル
ガ
オ
、
ノ
ア
サ
ガ

オ
は
、
波
に
よ
る
海
浜
浸
食
や

砂
の
集
落
地
域
へ
の
飛
散
防
止

な
ど
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ

り
自
然
環
境
等
へ
の
問
題
や
影

響
が
な
い
か
今
後
調
査
を
し
た

い
。 

　
県
で
は
今
後
、
宮
古
、
八
重

山
、
沖
縄
本
島
の
順
に
防
除
地

域
を
拡
大
す
る
考
え
で
あ
る
。

他
地
域
の
事
業
導
入
に
よ
る
経

過
と
成
果
の
動
向
を
踏
ま
え
た

う
え
で
県
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

          

         

問
　
平
成
21
年
度
か
ら
１
人
年

間
10
回
ま
で
村
出
身
高
校
生
の

フ
ェ
リ
ー
運
賃
助
成
が
実
施
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
父
兄
の
要
望

を
受
け
、
平
成
22
年
３
月
定
例

議
会
で
「
実
情
に
合
わ
せ
て
柔

軟
な
運
用
が
で
き
な
い
か
」
と

質
問
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
22
年

度
か
ら
は
10
回
使
っ
た
後
も
、

必
要
に
応
じ
て
２
回
目
の
助
成

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
父
兄

の
皆
さ
ん
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て

い
る
。 

　
島
の
子
ど
も
達
の
教
育
振
興
、

子
育
て
支
援
の
拡
大
の
面
か
ら

こ
の
制
度
を
あ
と
一
歩
前
進
さ

せ
、
高
等
学
校
に
合
格
し
た
時

に
村
か
ら
の
お
祝
い
と
し
て
「
高

校
生
フ
ェ
リ
ー
乗
船
無
料
パ
ス

ポ
ー
ト
（
仮
称
）
」
を
贈
り
、

高
校
在
学
中
の
帰
省
時
の
フ
ェ

リ
ー
運
賃
を
完
全
無
料
化
に
し

て
は
ど
う
か
。 

答
　
乗
船
無
料
パ
ス
ポ
ー
ト
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人

や
地
域
別
の
利
用
実
績
を
把
握

す
る
の
が
困
難
に
な
る
。
ま
た
、

他
人
が
使
用
す
る
な
ど
不
適
切

な
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。 

　
現
在
で
も
実
質
、
無
料
化
に

近
い
状
態
で
あ
る
の
で
、
実
績

を
把
握
す
る
た
め
に
も
１
人
10

枚
単
位
で
交
付
し
、
そ
の
都
度

申
請
し
て
も
ら
い
追
加
交
付
す

る
ス
タ
イ
ル
が
ベ
タ
ー
だ
と
思

う
。 

 

問
　
完
全
無
料
化
を
実
施
し
た

場
合
、
村
費
の
負
担
額
は
ど
の

く
ら
い
に
な
る
か
。 

 

答
　
今
年
度
実
績
（
平
成
22
年

11
月
分
ま
で
）
や
若
干
の
増
加

を
見
込
ん
だ
と
し
て
２
３
０
万

円
程
度
と
予
想
さ
れ
る
。 

 

問
　
高
校
に
入
学
し
て
い
く
生

徒
数
も
年
々
10
人
か
ら
20
人
少

な
く
な
る
。
と
い
う
こ
と
は
、

村
の
負
担
も
少
な
く
て
済
む
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
現

在
も
実
質
無
料
で
あ
る
。
村
民

へ
の
ピ
ー
ア
ー
ル
と
し
て
、
は

っ
き
り
と
「
無
料
化
」
だ
と
言

う
べ
き
で
は
。
そ
の
ほ
う
が
あ

り
が
た
み
の
あ
る
政
策
に
な
ら

な
い
か
。 

 

答
　
現
在
の
方
法
だ
と
、
申
請

に
多
少
の
手
間
ひ
ま
を
要
す
る

の
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
う
す
る
こ
と
で
船
賃
助
成
に

対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
、
ふ
る

さ
と
を
思
う
気
持
ち
に
つ
な
が

る
と
思
う
。
完
全
無
料
化
に
よ

っ
て
、
在
学
３
年
間
で
フ
ェ
リ

ー
に
乗
る
の
は
無
料
な
の
が
当

然
だ
と
い
う
考
え
に
変
わ
ら
な

い
か
心
配
で
あ
る
。 

　
今
は
、
夏
休
み
に
教
育
委
員

会
に
来
て
申
請
す
る
子
も
お
り
、

職
員
に
と
っ
て
も
生
徒
や
保
護

者
の
皆
さ
ん
と
の
情
報
交
換
の

場
に
な
っ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ

な
面
か
ら
、
現
在
の
方
法
が
い

い
と
思
う
。 

 

問
　
助
成
は
２
回
目
（
20
枚
）

ま
で
な
の
か
。 

 

答
　
す
で
に
20
枚
を
使
い
き
っ

て
、
３
回
目
の
申
請
を
し
た
方

も
い
る
。
必
要
に
応
じ
て
、
２

回
目
、
３
回
目
と
申
請
を
受
け

付
け
て
い
る
。 

島袋 義範 議員 島袋 義範 議員 

農林水産課長／ 
他地域の事業導入成果を 
みて検討 

アリモドキ 
ゾウムシ根絶で 
農家所得向上を 

教育行政課長／ 
現在の申請方法がベター 

村出身高校生の 
フェリー運賃を 
完全無料化に 

イモの作付面積は年々増加している。 

村
政
の
こ
こ
を
問
う
　
12
月
定
例
会
　
一
般
質
問
 

村
政
の
こ
こ
を
問
う
　
12
月
定
例
会
　
一
般
質
問
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建
設
課
長
／ 

　
　
現
行
通
り
浸
透
池
等 

　
　
で
の
対
策
が
最
善 

下
水
処
理
施
設
を 

整
備
し 

海
の
汚
染
を
防
げ 

公
営
企
業
課
長
／  

　
　
運
航
増
便
の
見
直
し 

　
　
は
難
し
い 

船
便
を
年
間
通
し
て 

５
便
に
で
き
な
い
か 

農
林
水
産
課
長
／ 

　
　
様
々
な
方
向
か
ら 

　
　
調
査
・
調
整
を
行
う 

総
合
的
な
食
肉
加
工 

施
設
等
の
建
設
を 

仲宗根 清夫 議員 仲宗根 清夫 議員 

    

問
　
本
村
は
、
海
の
再
生
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
に
来
て
い
る
。
海
の
汚
染

防
止
の
た
め
、
生
活
排
水
や

畑
地
か
ら
の
泥
水
等
は
処
理

後
に
海
に
流
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
溜
池
の
浄
化
、
下
水

処
理
施
設
の
建
設
な
ど
は
急

を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。 

　
本
村
は
減
農
薬
農
業
を
目

指
し
て
い
る
が
、
少
な
く
と

も
海
に
流
す
前
に
処
理
す
る

こ
と
が
大
切
だ
。
浸
透
式
の

処
理
で
は
海
の
汚
染
に
つ
な

が
る
。
国
、
県
に
も
要
請
し
、

本
村
の
将
来
の
た
め
に
海
を

守
っ
て
も
ら
い
た
い
。
村
当

局
の
方
針
を
伺
う
。 

 

答
　
生
活
排
水
の
処
理
事
業

に
つ
い
て
は
、
過
去
に
も
下

水
道
処
理
や
集
落
排
水
事
業

を
計
画
し
た
が
、
各
家
庭
の

経
費
負
担
も
余
儀
な
く
さ
れ
、

村
民
の
賛
同
を
得
ら
れ
ず
実

施
し
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

生
活
排
水
対
策
は
、
こ
れ
ま

で
同
様
、
合
併
処
理
浄
化
槽

の
普
及
事
業
を
啓
発
し
な
が

ら
推
進
し
、
排
水
路
の
水
は

浸
透
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
汚

染
防
止
対
策
と
し
た
い
。 

　
畑
地
か
ら
の
泥
水
等
の
処

理
に
つ
い
て
は
、
国
、
県
に

は
そ
の
よ
う
な
処
理
事
業
が

な
い
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
農

道
事
業
な
ど
の
付
帯
施
設
と

し
て
浸
透
池
を
つ
く
り
、
少

し
で
も
海
へ
の
流
出
を
防
ぐ

の
が
最
善
の
解
決
策
だ
と
考

え
る
。 

         

問
　
現
在
の
４
便
運
航
で
は
、

観
光
客
が
ゆ
っ
く
り
島
を
巡
り
、

食
事
、
買
い
物
等
を
す
る
に

は
時
間
が
足
り
な
い
と
の
指

摘
が
多
く
聞
こ
え
る
。
年
間

通
し
て
５
便
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
飲
食
店
、
お
土
産
品

店
の
売
り
上
げ
増
が
見
込
め
、

経
済
効
果
も
あ
る
と
思
う
。

村
当
局
は
ど
う
考
え
る
か
。 

答
　
現
在
、
夏
休
み
期
間
は

５
航
海
運
行
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
現
状
は
、
朝
１
便
と
最

終
便
は
問
題
な
い
が
、
２
便

目
以
降
の
旅
客
数
、
車
両
台

数
が
激
減
す
る
傾
向
に
あ
る
。

年
間
通
し
て
５
航
海
運
行
を

行
う
と
、
会
計
を
圧
迫
し
て

い
く
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
船
員
に
は
非
常
に

厳
し
い
勤
務
体
制
を
強
い
る

こ
と
に
な
る
。 

　
現
時
点
で
運
航
増
便
の
見

直
し
は
大
変
難
し
い
。
現
行

体
制
を
維
持
し
な
が
ら
、
今

後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。 

 
問
　
村
内
の
大
型
の
飲
食
店
は
、

昼
食
時
に
10
人
を
超
え
る
客

が
来
る
と
、
時
間
が
間
に
合

わ
ず
に
断
る
と
い
っ
た
状
況

で
あ
る
。
増
便
で
な
く
て
も
、

少
な
く
と
も
昼
食
時
間
に
村

内
に
い
れ
る
よ
う
な

便
の
変
更
が
で
き
な

い
か
。 

 

答
　
現
行
体
制
を
崩

す
こ
と
は
、
村
民
の

足
が
崩
れ
る
こ
と
に

な
り
は
し
な
い
か
と

い
う
心
配
も
あ
る
。

こ
の
件
は
慎
重
に
審

議
し
た
い
。 

         

問
　
牛
、
豚
、
山
羊
、
鴨
、

魚
等
の
肉
類
の
総
合
的
な
加

工
施
設
の
建
設
を
、
農
業
大

学
校
や
県
農
林
水
産
部
と
連

携
し
、
地
元
の
現
場
サ
イ
ド

の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
計
画
、

推
進
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

今
後
、
県
で
は
山
羊
の
人
工

授
精
、
登
録
制
度
も
確
立
す

る
方
向
に
あ
る
。
新
し
い
産

業
と
し
て
調
査
す
る
必
要

が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。 

　
ま
た
、
１
年
未
満
の
簡
易

と
畜
場
に
つ
い
て
設
置
可
能

か
ど
う
か
、
費
用
対
効
果
を

含
め
調
査
す
る
考
え
は
な
い
か
。 

 

答
　
山
羊
の
人
工
授
精
、
登

録
制
度
は
、
平
成
20
年
度
か

ら
県
農
林
水
産
部
、
家
畜
改

良
協
会
が
主
体
と
な
り
総
合

利
用
調
査
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
、
県
が
実
施
す
る
本
事

業
の
動
向
を
見
守
り
な
が
ら

判
断
し
た
い
。 

　
県
内
（
先
島
含
む
）
に
は

食
肉
処
理
場
が
６
カ
所
あ
る
。

現
在
、
与
那
国
の
食
肉
処
理

場
が
「
簡
易
と
畜
場
」
か
ら
「
一

般
と
畜
場
」
へ

用
途
変
更
中
と
い
う
こ
と
で
、

県
内
に
簡
易
と
畜
場
は
な
い
。 

　
総
合
的
な
加
工
施
設
の
整

備
及
び
１
年
未
満
の
簡
易
と

畜
場
の
設
置
に
は
、
地
元
農

家
と
の
調
整
、
Ｊ
Ａ
と
の
協

議
、
用
地
問
題
等
、
様
々
な

方
向
か
ら
調
査
・
調
整
を
行

い
、
県
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

 

●
そ
の
他
の
質
問
● 

・
さ
と
う
き
び
問
題
に
つ
い

て 

・
緊
急
医
療
の
件
に
つ
い
て 

・
ラ
ム
酒
工
場
の
建
設
に
つ

い
て 

・
人
材
育
成
資
金
の
問
題
に

つ
い
て 

・
職
員
採
用
試
験
等
の
公
平

性
、
透
明
性
に
つ
い
て 

・
多
目
的
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
建
設
に
つ
い
て 

・
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
問
題 

・
伊
江
島
空
港
の
再
開
港
の

件
に
つ
い
て 

・
芋
の
産
地
化
の
問
題 

・
海
岸
地
域
の
再
生
を
含
め

た
家
畜
焼
却
施
設
の
建
設

に
つ
い
て 

・
伊
江
ビ
ー
チ
の
海
浜
の
件

に
つ
い
て 

村
政
の
こ
こ
を
問
う
　
12
月
定
例
会
　
一
般
質
問
 

村
政
の
こ
こ
を
問
う
　
12
月
定
例
会
　
一
般
質
問
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内間 広樹 議員 内間 広樹 議員 

農林水産課長／ 
財源的に補助は厳しい 

地力増進のために 
緑肥種子購入助成を 

                      

問
　
本
村
の
農
業
の
課
題
と
し

て
、
地
力
の
低
下
に
よ
る
収
量

や
品
質
の
伸
び
悩
み
、
病
害
の

発
生
が
挙
げ
ら
れ
農
業
所
得
に

大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

地
力
の
維
持
、
増
進
の
方
法
と

し
て
緑
肥
作
物
の
植
え
付
け
が

あ
る
。
今
後
の
生
産
性
の
向
上

の
た
め
、
緑
肥
作
物
の
購
入
に

対
す
る
助
成
が
で
き
な
い
か
。 

 

答
　
地
力
の
維
持
、
連
作
障
害

防
止
に
緑
肥
の
導
入
は
非
常
に

大
事
だ
と
考
え
る
。
し
か
し
、

緑
肥
購
入
に
対
す
る
国
、
県
の

補
助
事
業
制
度
は
な
く
、
昨
今

の
厳
し
い
財
源
を
考
え
た
場
合
、

村
と
し
て
も
慎
重
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
。 

　
た
ば
こ
農
家
一
戸
当
た
り
の

種
子
代
は
平
均
12
万
円
で
、
大

変
厳
し
い
現
状
で
あ
る
こ
と
は

理
解
し
て
い
る
が
、
種
子
購
入

の
補
助
に
つ
い
て
は
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。 

 

問
　
こ
れ
は
、
た
ば
こ
農
家
だ

け
で
な
く
、
す
べ
て
の
農
家
が

対
象
と
な
る
問
題
で
あ
る
。
緑

肥
作
物
は
有
機
物
の
補
給
手
段

と
し
て
比
較
的
扱
い
や
す
く
、

ソ
ル
ゴ
ー
は
畑
に
す
き
込
む
と
、

10
ア
ー
ル
当
た
り
牛
ふ
ん
堆
肥

２
ト
ン
の
施
用
効
果
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
品
種
に
よ
っ

て
は
、
セ
ン
チ
ュ
ウ
や
雑
草
を

抑
制
す
る
効
果
も
あ
り
、
村
の

掲
げ
る
環
境
保
全
型
農
業
を
目

指
す
上
で
、
非
常
に
有
用
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。 

 

答
　
役
場
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

村
全
体
の
緑
肥
代
は
約
１
２
９

０
万
円
で
あ
る
。
今
後
、
各
市

町
村
の
動
向
も
見
な
が
ら
検
討

し
た
い
。 

          

問
　
近
年
の
燃
料
高
騰
は
、
我
々

の
農
業
経
営
に
大
き
く
影
響
し

て
い
る
。
軽
油
に
対
す
る
免
税

措
置
は
あ
る
が
、
そ
の
手
続
き

窓
口
は
名
護
の
県
税
事
務
所
と

な
っ
て
お
り
、
日
報
提
出
、
免

税
券
の
取
得
等
に
名
護
ま
で
通

わ
な
い
と
い
け
な
い
。
各
自
治

体
で
そ
の
手
続
き
が
で
き
る
よ

う
に
な
ら
な
い
か
。 

 

答
　
本
村
の
免
税
申
請
の
手
続

き
は
、
名
護
県
税
事
務
所
の
窓

口
で
免
税
軽
油
使
用
者
証
と
免

税
証
の
交
付
申
請
を
行
い
、
交

付
さ
れ
た
免
税
証
を
利
用
し
て
、

定
め
ら
れ
た
販
売
店
か
ら
購
入

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

　
免
税
申
請
は
、
県
知
事
の
審

査
・
承
認
に
よ
り
課
税
免
除
が

認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
市
町

村
で
の
申
請
は
で
き
な
い
。
申

請
書
等
の
様
式
を
市
町
村
の
窓

口
で
配
布
す
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。 

 

問
　
軽
油
税
の
免
税
は
、
多
く

の
農
業
・
漁
業
従
事
者
が
活
用

し
て
い
る
制
度
で
、
経
費
節
減

に
大
い
に
役
立
て
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
免
税
制
度
は
平
成

24
年
３
月
31
日
ま
で
の
時
限
的

措
置
に
な
っ
て
い
る
。
制
度
が

な
く
な
る
の
は
納
得
い
か
な
い
。 

制
度
の
存
続
と
各
自
治
体
で
手

続
き
が
で
き
る
よ
う
、
関
係
機

関
に
働
き
か
け
が
で
き
な
い
か
。 

 

答
　
県
下
の
市
町
村
を
調
査
し
、

ま
た
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
国
、

県
へ
要
請
し
て
い
き
た
い
。 

           

問
　
本
村
の
児
童
生
徒
の
活
躍

は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
、
中
に
は
不
登
校
の
児

童
生
徒
も
い
る
と
聞
く
。
多
く

の
業
務
を
抱
え
な
が
ら
の
対
応

で
は
、
学
校
現
場
に
も
限
界
が

あ
る
と
思
う
。
不
登
校
児
童
生

徒
の
た
め
に
専
門
職
員
を
配
置

す
べ
き
で
は
。 

 

答
　
不
登
校
に
陥
る
原
因
は
様
々

だ
が
、
本
村
の
場
合
、
心
因
性

が
原
因
で
不
登
校
に
陥
る
ケ
ー

ス
が
多
い
。
特
に
小
学
校
か
ら

中
学
校
へ
進
学
し
た
際
、
学
習

や
学
校
生
活
環
境
の
ギ
ャ
ッ
プ

に
適
応
で
き
な
い
「
中
１
ギ
ャ

ッ
プ
」
と
呼
ば
れ
る
現
象
で
不

登
校
、
不
登
校
気
味
に
な
る
生

徒
が
多
く
、
最
大
で
７
人
の
生

徒
が
い
た
。 

　
学
校
と
教
育
委
員
会
は
こ
れ

ま
で
、
担
任
や
村
教
育
相
談
員

に
よ
る
家
庭
訪
問
や
保
護
者
へ

の
サ
ポ
ー
ト
、
専
門
の
臨
床
心

理
士
を
月
１
回
招
き
、
生
徒
へ

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
教
職
員

の
指
導
方
法
等
の
助
言
を
受
け

る
な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
10
月
初
め
に

６
人
ほ
ど
い
た
不
登
校
生
徒
が

２
人
に
減
少
し
た
。
し
か
し
、

登
校
し
て
も
個
別
学
習
を
受
け

る
な
ど
、
不
安
定
な
学
校
生
活

を
送
っ
て
い
る
生
徒
も
お
り
、

安
心
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。 

　
村
内
の
学
校
に
お
け
る
不
登

校
生
徒
や
低
学
力
児
童
生
徒
等

へ
の
対
応
を
考
え
る
と
、
専
門

職
員
等
の
配
置
は
緊
急
な
課
題

だ
が
、
現
在
の
県
の
教
職
員
定

数
条
例
等
で
は
、
そ
れ
ら
の
専

門
職
員
の
配
置
は
非
常
に
厳
し

い
。
現
在
、
各
学
校
に
配
置
し

て
い
る
学
習
支
援
教
員
の
増
員

等
を
行
い
、
す
べ
て
の
児
童
生

徒
が
よ
り
よ
い
学
校
生
活
が
送

れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。 

住民課長／ 
他市町村と歩調を合わせ 
要請 

軽油税免除の 
手続き緩和と 
制度の存続を求めよ 

教育長／ 
学習支援教員の増員で対応 

不登校児童生徒へ 
の取り組みは 

議会広報　いえそん　（6） 

村
政
の
こ
こ
を
問
う
　
12
月
定
例
会
　
一
般
質
問
 

村
政
の
こ
こ
を
問
う
　
12
月
定
例
会
　
一
般
質
問
 



名嘉 實 議員 名嘉 實 議員 

  

問
　
平
成
22
年
６
月
定
例
会

で
「
高
校
の
な
い
離
島
の
生

徒
に
対
す
る
助
成
を
県
に
求

め
て
行
く
べ
き
で
は
」
と
の

一
般
質
問
に
対
し
、
教
育
長

か
ら
「
離
島
の
教
育
長
が
一

丸
と
な
っ
て
何
ら
か
の
形
で

要
請
で
き
れ
ば
と
思
う
」
と

い
う
趣
旨
の
答
弁
が
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
県
に
対
し
ど
の
よ

う
な
要
請
を
行
っ
て
き
た
か
。 

 

答
　
11
月
４
日
、
国
頭
地
区

教
育
委
員
研
修
会
時
の

県
教
育
委

員
長
及
び
教
育
委
員
と
の
情

報
交
換
会
の
場
で
、
離
島
出

身
高
校
生
や
生
活
困
窮
家
庭

へ
の
助
成
制
度
を
構
築
し
て

ほ
し
い
旨
の
要
請
を
口
頭
で

行
っ
た
。
県
教
育
委
員
長
は
、

12
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
内

閣
府
の
沖
縄
振
興
審
議
会
総

合
部
会
の
中
で
、
離
島
の
教

育
振
興
に
関
連
し
て
、
そ
れ

ら
の
こ
と
を
提
言
さ
れ
た
と

聞
い
て
い
る
。
高
校
生
へ
の

就
学
援
助
制
度
が
確
立
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
。 

　
離
島
の
教
育
長
と
の
意
見

交
換
の
機
会
が
な
く
、
ま
だ

具
体
的
な
取
り
組
み
は
行
っ

て
い
な
い
。
今
後
引
き
続
き

努
力
し
て
い
き
た
い
。 

 

問
　
伊
是
名
、
伊
平
屋
、
伊

江
島
の
３
村
だ
け
で
も
、
早

め
に
離
島
の
教
育
長
会
議
を

開
い
て
、
県
に
要
請
し
て
い

く
べ
き
で
は
。 

 

答
　
義
務
教
育
は
学
校
教
育

法
の
中
で
就
学
援
助
が
制
度

化
さ
れ
て
い
る
が
、
高
校
生

へ
の
就
学
援
助
は
制
度
化
さ

れ
て
い
な
い
。
現
段
階
で
県

教
育
長
や
県
知
事
に
要
請
を

行
っ
て
も
、
県
が
高
校
生
へ

の
就
学
援
助
に
予
算
を
投
じ

る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
と
懸

念
す
る
。 

　
新
し
い
沖
縄
振
興
計
画
の

中
に
は
、
給
付
制
の
奨
学
金

制
度
の
充
実
や
離
島
の
教
育

振
興
の
項
目
も
あ
る
と
い
う
。

そ
れ
ら
が
制
度
化
さ
れ
る
の

を
期
待
せ
ざ
る
を
得
な
い
面

も
あ
る
。 

       

問
　
平
成
22
年
９
月
定
例
会

の
決
算
審
議
で
「
国
保
税
が

高
す
ぎ
て
滞
納
世
帯
が
増
え

て
い
る
。
国
保
税
の
軽
減
の

た
め
に
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
出
し
を
増
や
す
べ
き
で
は
」

と
の
質
疑
に
対
し
、
村
長
は
「
軽

減
措
置
を
講
じ
て
い
き
た
い
」

と
答
え
た
。
ど
の
よ
う
な
軽

減
措
置
を
考
え
て
い
る
の
か
。 

 

答
　
今
回
の
12
月
補
正
で
、

一
般
会
計
か
ら
国
保
会
計
へ

の
繰
出
金
を
２
０
０
０
万
円

計
上
し
て
い
る
。 

　
医
療
費
の
抑
制
は
国
保
税

の
軽
減
に
つ
な
が
る
の
で
、

保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
健

康
指
導
相
談
を
行
う
な
ど
、

生
活
習
慣
に
起
因
す
る
疾
病

対
策
、
病
気
の
予
防
・
早
期

治
療
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

国
保
税
に
つ
い
て
は
、
村
の

国
保
運
営
協
議
会
に
諮
問
し

相
談
し
た
い
。 

 

問
　
村
は
離
島
で
あ
る
が
ゆ
え
、

国
保
税
だ
け
で
な
く
、
通
院

の
た
め
の
お
金
も
か
か
る
。

所
得
割
、
資
産
割
、
均
等
割
、

平
等
割
と
い
っ
た
仕
組
み
の

見
直
し
を
含
め
て
、
誰
も
が

払
え
る
国
保
税
の
仕
組
み
が

で
き
な
い
か
。 

 

答
　
１
円
も
お
金
を
取
ら
な

い
で
で
き
れ
ば
、
そ
れ
に
越

し
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、

税
金
と
し
て
「
負
担
す
べ
き

も
の
は
負
担
す
る
」
の
が
本

来
の
あ
り
方
で
あ
る
。
今
、

ど
こ
の
市
町
村
で
も
国
保
税

は
頭
の
痛
い
問
題
だ
。
介
護

保
険
と
同
じ
よ
う
に
広
域
連

合
の
組
織
が
で
き
な
い
か
と

い
う
提
案
も
あ
る
。
そ
う
い

っ
た
制
度
の
改
正
を
求
め
て

い
る
。 

      

問
　
子
育
て
世
代
か
ら
「
一

時
預
か
り
保
育
制
度
を
つ
く

っ
て
ほ
し
い
」
、
「
小
児
科

通
院
時
の
船
賃
を
軽
減
し
て

ほ
し
い
」
と
の
強
い
要
望
が

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
制
度
の

構
築
は
で
き
な
い
か
。 

 

答
　
一
時
預
か
り
保
育
は
、

待
機
児
童
の
多
い
都
市
部
に

お
い
て
は
多
く
の
ニ
ー
ズ
が

あ
る
と
思
う
。
待
機
児
童
の

い
な
い
、
保
育
定
員
を
満
た

し
て
い
な
い
本
村
に
お
い
て
、

ど
れ
だ
け
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る

の
か
、
近
隣
市
町
村
の
動
向

を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。 

　
小
児
科
通
院
時
の
船
賃
助

成
制
度
に
つ
い
て
は
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
た
め

に
は
、
ど
の
よ
う
な
制
度
が
必

要
な
の
か
。
助
成
方
法
等
に
つ

い
て
研
究
、
検
討
し
た
い
。 

 

問
　
伊
江
島
に
身
寄
り
の
な
い

人
、
知
人
も
少
な
い
人
に
と
っ

て
は
、
保
育
所
で
子
ど
も
を
一

時
的
に
預
か
っ
て
も
ら
え
た
ら
、

自
分
自
身
の
通
院
時
に
負
担
に

な
ら
な
い
。
条
例
に
は
、
病
気

等
に
な
っ
た
場
合
も
入
所
で
き

る
と
あ
る
が
、
申
請
に
は
医
師

の
診
断
書
が
必
要
と
の
こ
と
だ
。

急
な
病
気
の
際
、
診
断
書
を
も

っ
て
入
所
手
続
き
を
す
る
の
は

不
可
能
だ
。
そ
の
辺
を
改
善
す

べ
き
で
は
。 

 

答
　
条
例
の
中
に
疑
問
点
が
あ

れ
ば
、
改
正
す
る
の
も
必
要
だ

ろ
う
。
十
分
内
部
で
議
論
、
調

整
し
た
い
。 

 

教
育
長
／ 

　
　
具
体
的
に
ま
だ 

　
　
引
き
続
き
努
力
す
る 

高
校
生
の
保
護
者 

負
担
軽
減
を
県
に 

求
め
た
か 

住
民
課
長
／ 

　
健
康
づ
く
り
を
推
進
し 

　
医
療
費
抑
制
に
努
め
る 

高
す
ぎ
る
国
保
税
の 

軽
減
対
策
は 

福
祉
保
健
課
長
／ 

　
　
研
究
、
検
討
し
た
い 

子
育
て
支
援
制
度
の 

充
実
を 

　この紙面に掲載された一般質
問や質疑の内容は、会議録に基
づいて一部を要約したものです。 
　さらに詳しく知りたい方は、
各区公民館、中央公民館、村議
会ホームページで会議録をご覧
ください。 

詳しくは‥ 

村
政
の
こ
こ
を
問
う
　
12
月
定
例
会
　
一
般
質
問
 

村
政
の
こ
こ
を
問
う
　
12
月
定
例
会
　
一
般
質
問
 

（7）　議会広報　いえそん 



議案番号 件　　名 概　　　要 結　果 

議案等の概要と審議結果 議案等の概要と審議結果 
■ 第10回定例会　　平成22年12月14日～15日 

議　案 
第67号 

議　案 
第68号 

議　案 
第69号 

議　案 
第70号 

議　案 
第71号 

議　案 
第72号 

議　案 
第73号 

議　案 
第74号 

議　案 
第75号 

議　案 
第76号 

議　案 
第77号 

意見書 
第３号 

意見書 
第４号 

平成22年度伊江村一般会計補正予
算（第５号） 

平成22年度伊江村診療所特別会計
補正予算（第３号） 

平成22年度伊江村国民健康保険特
別会計補正予算（第４号） 

平成22年度伊江村老人保健特別会
計補正予算（第３号） 

特定地域特別振興事業・伊江島フ
ェリー建造事業の請負契約の変更
について 

渡り地地区畑地かんがい施設（中
継水槽）工事請負契約について 

伊江村税条例の一部を改正する条
例 

伊江村職員の休暇に関する条例の
一部を改正する条例 

伊江村職員の育児休業等に関する
条例の一部を改正する条例 

伊江村職員の勤務時間に関する条
例の一部を改正する条例 

伊江村職員の給与に関する条例の
一部を改正する条例 

尖閣諸島海域での中国漁船領海侵
犯事件に関する意見書 

TPP交渉への参加反対に関する意
見書 

契約変更による増額　　　8,800万6,380円 
変更後の契約金額　　15億5,800万6,380円 

現在の歳入歳出予算総額に3億7,832万6千円を増額。 
　２ページ参照 

補正額0円。医薬材料費等の不足に伴う歳出科目内の予算組み
替え措置。 

現在の歳入歳出予算総額に4,896万9千円を増額。主に一般会計
繰入金を療養給付費に充当するための増額。 

補正額0円。不用額800万円を一般会計へ繰り出す。 

契約の方法　　指名競争入札 
契約金額　　　9,324万円 
契約の相手方　㈲金城土建・㈲比嘉組　建設工事共同企業体 

個人村民税の寄附金控除の対象に、村内の福祉法人（村社会福
祉協議会、社会福祉法人麗峰会）への寄附金を追加する。 

①年次有給休暇の区切りを「暦年」から「年度」に改める。 
②介護休暇期間を「３か月」から「６か月」に改める。 

夫婦同時に育児休業を取得できるなど、育児休業等の取得要件
が緩和された。 

①時間外勤務手当の支給割合の引き上げ。 
②時間外勤務代休時間制度の創設。 
③育児休業、介護休業等の取得要件が緩和されたことに伴う条
文整備。 

時間外勤務手当の支給割合等の改正。 

　尖閣諸島沖の日本領海内で違法操業中の中国漁船が海上保安
庁巡視船に衝突する事件が発生し、那覇地方検察庁は同漁船船
長を処分保留で釈放した。県民及び国民の生命、安全及び領土・
領海を守る立場から、国に対し次のことを要望する。 
　①　尖閣諸島及び周辺海域が日本固有の領土・領海であると
いう毅然たる態度を堅持し、中国政府及び諸外国に示すこと。 
　②　尖閣諸島周辺海域において、漁業者が自由かつ安全に操業・
航行できるよう適切な措置を講じること。 
　③　中国政府に対して厳重に抗議するとともに、日中両政府
は冷静な外交を通し再発防止策を講じること。 

３ページ参照 

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

 

http://www.iej ima.org/iegikai/伊江村議会ホームページで最新情報を！ 

議会広報　いえそん　（8） 



議案番号 件　　名 概　　　要 結　果 

認　定 
第８号 

議　案 
第60号 

議　案 
第61号 

議　案 
第62号 

議　案 
第63号 

議　案 
第64号 

議　案 
第65号 

議　案 
第66号 

村道の路線認定について 

伊江村職員の給与に関する条例等
の一部を改正する条例 

伊江村火災予防条例の一部を改正
する条例 

北部広域市町村圏事務組合規約の
変更について 

平成22年度伊江村一般会計補正予
算（第４号） 

平成22年度伊江村診療所特別会計
補正予算（第２号） 

平成22年度伊江村国民健康保険特
別会計補正予算（第３号） 

塵芥収集車購入売買契約について 

組合を組織する市町村の共同処理事務（名桜大学の管理）につ
いて、負担金に関する規定を整備する。 

路線名：西江上集落道23号線 
起　点：東江上2547-3　終点：東江上2557-3 
延　長：130ｍ　幅員：5ｍ 

沖縄県人事委員会の給与勧告並びに国の給与改定を考慮し、村
一般職員の期末・勤勉手当の支給割合及び中高年層の給料月額
を引き下げる。 

複合型居住施設用自動火災報知設備を設置したときは、住宅用
防災警報器等の設置が免除できるようになった。 

補正額０円。給与改定に伴う予算の組み替え措置。 

補正額０円。給与改定に伴う予算の組み替え措置。 

補正額０円。給与改定に伴う予算の組み替え措置。 

契約の方法　　指名競争入札 
契約金額　　　1,155万円 
契約の相手方　新垣自動車工業 

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

認　定 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

 

議案番号 件　　名 概　　　要 結　果 

議案等の概要と審議結果 議案等の概要と審議結果 
■ 第10回定例会　　平成22年12月14日～15日 

■ 第９回臨時会　　平成22年11月29日 

議案番号 件　　名 概　　　要 結　果 

議　案 
第１号 

議　案 
第２号 

議　案 
第３号 

議　案 
第４号 

議　案 
第５号 

議　案 
第６号 

伊江村住民生活に光をそそぐ基金
条例 

平成22年度伊江村一般会計補正予
算（第６号） 

伊江村花き選別施設整備事業　備
品購入（自動結束ロボット付重量
選別機）の契約について 

伊江村花き選別施設整備事業　備
品購入（輪菊出荷物保管用冷蔵庫
）の契約について 

ソーダ充填設備等備品購入（沖縄
離島振興特別対策事業）の契約に
ついて 

伊江村　教育の情報化推進事業備
品購入の契約について 

契約の方法　　指名競争入札 
契約金額　　　1,779万7,500円 
契約の相手方　株式会社　アサヒプラント 

国の地域活性化交付金を基金に積み立て、平成23・24年度に実
施する小中学校不登校対策事業の財源に充てるための条例制定。 

現在の歳入歳出予算総額に２億3,303万6千円を増額。主に黒糖
工場整備事業費の増。 

契約の方法　　指名競争入札 
契約金額　　　5,921万5,500円 
契約の相手方　沖縄県花卉園芸農業協同組合 

契約の方法　　指名競争入札 
契約金額　　　6,300万円 
契約の相手方　ティーエスプラント　有限会社 

契約の方法　　指名競争入札 
契約金額　　　6,951万円 
契約の相手方　株式会社　オキジム 

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

 

■ 第１回臨時会　　平成23年１月28日 

議　案 
第67号 

議　案 
第68号 

議　案 
第69号 

議　案 
第70号 

議　案 
第71号 

議　案 
第72号 

議　案 
第73号 

議　案 
第74号 

議　案 
第75号 

議　案 
第76号 

議　案 
第77号 

意見書 
第３号 

意見書 
第４号 

平成22年度伊江村一般会計補正予
算（第５号） 

平成22年度伊江村診療所特別会計
補正予算（第３号） 

平成22年度伊江村国民健康保険特
別会計補正予算（第４号） 

平成22年度伊江村老人保健特別会
計補正予算（第３号） 

特定地域特別振興事業・伊江島フ
ェリー建造事業の請負契約の変更
について 

渡り地地区畑地かんがい施設（中
継水槽）工事請負契約について 

伊江村税条例の一部を改正する条
例 

伊江村職員の休暇に関する条例の
一部を改正する条例 

伊江村職員の育児休業等に関する
条例の一部を改正する条例 

伊江村職員の勤務時間に関する条
例の一部を改正する条例 

伊江村職員の給与に関する条例の
一部を改正する条例 

尖閣諸島海域での中国漁船領海侵
犯事件に関する意見書 

TPP交渉への参加反対に関する意
見書 

契約変更による増額　　　8,800万6,380円 
変更後の契約金額　　15億5,800万6,380円 

現在の歳入歳出予算総額に3億7,832万6千円を増額。 
　２～３ページ参照 

補正額0円。医薬材料費等の不足に伴う歳出科目内の予算組み
替え措置。 

現在の歳入歳出予算総額に4,896万9千円を増額。主に一般会計
繰入金を療養給付費に充当するための増額。 

補正額0円。不用額800万円を一般会計へ繰り出す。 

契約の方法　　指名競争入札 
契約金額　　　9,324万円 
契約の相手方　㈲金城土建・㈲比嘉組　建設工事共同企業体 

個人村民税の寄附金控除の対象に、村内の福祉法人（村社会福
祉協議会、社会福祉法人麗峰会）への寄附金を追加する。 

①年次有給休暇の区切りを「暦年」から「年度」に改める。 
②介護休暇期間を「３か月」から「６か月」に改める。 

夫婦同時に育児休業を取得できるなど、育児休業等の取得要件
が緩和された。 

①時間外勤務手当の支給割合の引き上げ。 
②時間外勤務代休時間制度の創設。 
③育児休業、介護休業等の取得要件が緩和されたことに伴う条
文整備。 

時間外勤務手当の支給割合等の改正。 

　尖閣諸島沖の日本領海内で違法操業中の中国漁船が海上保安
庁巡視船に衝突する事件が発生し、那覇地方検察庁は同漁船船
長を処分保留で釈放した。県民及び国民の生命、安全及び領土・
領海を守る立場から、国に対し次のことを要望する。 
　①　尖閣諸島及び周辺海域が日本固有の領土・領海であると
いう毅然たる態度を堅持し、中国政府及び諸外国に示すこと。 
　②　尖閣諸島周辺海域において、漁業者が自由かつ安全に操業・
航行できるよう適切な措置を講じること。 
　③　中国政府に対して厳重に抗議するとともに、日中両政府
は冷静な外交を通し再発防止策を講じること。 

３ページ参照 

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

 

http://www.iej ima.org/iegikai/伊江村議会ホームページで最新情報を！ 

（平成22年１月１日～12月31日） 平成22年議会運営の状況 

区分 

定例会 

臨時会 

計 

回数 

4回 

6回 

10回 

延日数 

15日 

6日 

21日 

本会議 

12日 

6日 

18日 

 

79件 

21件 

100件 

村長 
提出議案  

4日 

0日 

4日 

特別 
委員会 一般質問 

11人 

0人 

11人 

傍聴人 

34人 

7人 

41人 

 

11件 

3件 

14件 

議員 
提出議案 

平成22年の伊江村議会の運営状況は次のとおりです。 

（9）　議会広報　いえそん 議会広報　いえそん　（8） 



▲新年交歓会 ▲出初式 

▲第２回　村民育樹祭 

 

 

平成22年12月 …………………………………………………………………………………… …………………………………………………………………………………… 

…………………………………………………………………………………… …………………………………………………………………………………… 平成23年１月 

議 会 の 活 動 議 会 の 活 動 議 会 の 活 動 議 会 の 活 動 議 会 の 活 動 議 会 の 活 動 

 １日 町村議会副議長研修会・交流会（副議長） 

 ２日 町村議会常任委員長・副委員長研修会（総務

及び経公正副委員長） 

 ３日 北部市町村議会議長会第３回定例理事会・総

会（議長） 

 ５日 第30回伊江村子ども会発表会（議長、副議

長） 

 ９日 議会運営委員会 

10日 本部町町制70周年記念式典・祝賀会（議長） 

12日 イージマ郷友会忘年会（議長） 

14日～15日　第10回定例議会 

17日 伊江村振興計画審議会、伊江島一周マラソン

大会実行委員会（議長）、第16回伊江島ゆり

祭り実行委員会（議長、副議長） 

18日 第５回ハイビスカス祭り・第２回村民育樹祭

（議員） 

21日　村交通安全推進協議会（議員）、村フェリー

建造検討委員会（議長、経公委員長） 

26日 ハイビスカスカップ第５回全国小中学生ゴル

フ伊江島大会（議員） 

27日　宮里藍選手　米女子プロゴルフツアー５勝・

県民栄誉賞受賞祝賀会（議長） 

 ４日 村成人式、新年交歓会（議員） 

 ６日 村消防団出初式（議員） 

 ８日 第９回少年野球伊江島交流試合（議長) 

11日 北部市町村会・議会議長会新年会（議長、副

議長） 

14日 ＪＡおきなわ北部地区新春の集い（議長） 

15日　牛初セリ市（議員） 

 今期製糖安全祈願祭（議長） 

18日　国頭村議会議員視察調査来村、伊江島観光協

会新年会（議長） 

19日 村フェリー建造検討委員会（議長） 

20日 第19回暴力団追放沖縄県民大会・暴力団壊滅

沖縄市民総決起大会（議長） 

22日 村商工会新年会（議長） 

25日　北部広域市町村圏事務組合議会臨時会（議

長）、議員全員協議会 

26日 県町村新人議員研修会（内間議員、仲宗根議

員） 

28日 第1回臨時会 

 フェリー新造船に関する説明会（議員） 

29日 ＴＰＰ交渉への参加に反対する沖縄県民大会

（副議長、両委員長） 

30日 伊江小学校学芸会（議長、校区議員） 

…………………………………………………………………………………… …………………………………………………………………………………… 平成23年２月 
1日～３日　防衛省への表敬訪問（議長） 

 ６日 西小学校学芸会（議長、校区議員） 

 ９日 県介護保険広域連合議会全員協議会・研修会

（名嘉議員） 

15日 県町村議会議長会第40回定期総会（議長、局

長） 

16日 県離島振興町村議会議長会議員研修会・第２

回定期総会（議員） 

17日 県町村議会議員研修会（議員） 

18日 村振興計画審議会（議長） 

19日 ファーマズマーケットやんばる店「伊江島特

産品フェア」（議長）、第４回日本ハイビス

カス協会総会（副議長） 

24日 県介護保険広域連合議会定例会（名嘉議員） 

26日 中城村議会議員視察調査来村（議長） 

27日 第８回イージマ郷友会ふるさと交流ゴルフコ

ンペ（議員） 

議会広報　いえそん　（10） 




